












〔目的〕 

 小児期における不整脈のうちで完全及び高度房室ブロックは,心室性頻拍症と共に突然

死の危険性の高いものとされている。今回はこれらブロック児童について運動負荷テスト

と,24 時間心電図法(24-h ECG)を施行して,運動能と応答及び実生活上の心電図変化につい

て検討した。 


